
平成26年度 施政方針

そ
の
結
果
、本
年
度
の一
般
会
計
予
算
は
、

５
２
４
億
６
，
２
５
３
万
４
千
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
11
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
１
８
１
億
８
，

４
２
８
万
９
千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
８
億
５
，
０
３
０
万
２
千

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
が
87
億
１
，

５
３
８
万
７
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
25
億
９
，
６
４
７
万
６
千
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
が
１
，

４
８
９
万
２
千
円
、
公
営
企
業
の
水
道
事
業

会
計
予
算
は
、
36
億
４
，
１
８
８
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
８
６
４
億
６
，
５
７
６
万
１
千

円
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
26
年
度
主
要
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

島
し
ょ
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化

は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
宝
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組

み
で
あ
る
、
津
堅
・
島
お
こ
し
支
援
事
業
、

島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備
や
農
水

産
業
な
ど
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
も
、
辺
地

債
等
を
活
用
し
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

学
校
統
廃
合
に
伴
う
学
校
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
学
校
跡
地
の
活
用
方
針
や
方
向
性

に
基
づ
き
、
地
元
の
意
向
も
踏
ま
え
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

東
海
岸
開
発
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、「
誇

り
高
き
神
秘
の
島
と
躍
動
す
る
あ
や
は
し
の

ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
本
年
度
は
藪

地
島
の
市
道
与
那
城
17
号
線
道
路
整
備
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
西
原
線
ほ
か

８
路
線
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
池
味
地
区
道
路
整
備
事
業

に
着
手
す
る
ほ
か
、
各
地
域
の
生
活
道
路
の

整
備
も
進
め
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
勝
連
半
島
南
岸
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
対
し
、
積

極
的
に
調
整
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
事
業

の
早
期
実
現
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

街
路
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
３
区
線
及
び

４
区
線
、
兼
箇
段
高
江
洲
線
な
ど
の
道
路

改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
「
う
る
ま
市
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導

入
調
査
事
業
」
を
踏
ま
え
、
新
た
な
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
向
け
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
建
物
移
転
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
行
い
、
宅
地
の
早
期
利
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
住
居
表
示
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

石
川
西
及
び
江
洲
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指
導
等

の
支
援
を
行
い
、
早
期
完
了
を
目
指
し
ま

す
。市

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
田
団
地
建
替

事
業
を
は
じ
め
、
東
山
団
地
の
改
修
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
私
債
権
管
理
条
例
」
に
基
づ
き
、
適
正

な
管
理
と
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

景
観
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
景
観
計
画
」

に
基
づ
き
、
沖
縄
ら
し
い
風
景
づ
く
り
推
進

事
業
を
実
施
し
、
勝
連
南
風
原
地
区
な
ど

の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
景
観
や
緑
化
づ
く
り
へ
の

意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
普
及

啓
発
に
努
め
ま
す
。

与
那
城
地
区
の
用
途
未
指
定
地
域
に
つ
い

て
は
、
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
実
行
計
画
」、「
う
る
ま
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
う
る
ま

市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
野
犬
・ハ
ブ
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
墓
地

整
備
基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
整
合
性
に
留
意
し
た
墓
地
立
地
の
規

制
と
誘
導
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ
地
域
の
水

質
保
全
事
業
や
配
水
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
監
視

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
給
配
水
管
更
新
工
事
の
促
進
に
努
め
、

安
全
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
な
生
活
環

境
の
確
保
や
河
川
・
海
域
等
の
水
質
保
全

の
た
め
、
赤
道
地
区
及
び
安
慶
名
地
区
等

の
汚
水
管
布
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
石
川
地
区
等
の
下
水
道
施
設
の
改

築
及
び
管
更
生
工
事
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

主
要
事
業
の
概
要　

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と

環
境
を
育
て
ま
す
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